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多
方
面
、
多
分
野
に
展
開
す
る
「
軍
事
闘
争
の
準
備
」

―
二
〇
一
三
～
二
〇
一
四
年
の
中
国
人
民
解
放
軍

安
田　

淳

第
一
節　

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
十
一
月
八
日
付
の
中
国
人
民
解
放
軍
の
機
関
紙
『
解
放
軍
報
』
に
、「
会
員
カ
ー
ド
は
も
は
や
頭
の
痛
い
問
題
で
は
な

い
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（

（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
部
隊
で
兵
士
た
ち
が
持
っ
て
い
る
、
商
業
施
設
が
発
行
す
る
い
わ
ゆ
る

会
員
カ
ー
ド
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
会
員
カ
ー
ド
は
兵
士
の
消

費
行
動
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
一
方
、
会
員
カ
ー
ド
の
仕
組
み
や
制
約
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
軍
人
と
し
て

の
身
分
や
部
隊
番
号
、
部
隊
所
在
地
等
の
情
報
が
流
出
す
る
こ
と
、
兵
士
が
カ
ー
ド
の
利
点
に
つ
ら
れ
て
外
出
し
が
ち
に
な
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
そ
し
て
会
員
カ
ー
ド
が
兵
士
に
普
及
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
営
内
の
商
店
や
食
堂
が
充
実
し
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
時
代
の
変
遷
と
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
人
民
解
放
軍
内
に
も
こ
う
し
た
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
軍
隊
の



78

福
利
厚
生
改
善
へ
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

他
方
、
引
き
続
き
兵
器
装
備
の
更
新
と
訓
練
演
習
の
深
化
に
よ
っ
て
、
人
民
解
放
軍
の
戦
力
増
強
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
間
違
い

な
い
。
た
と
え
ば
二
〇
一
三
年
五
月
三
日
に
は
新
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
岳
陽
」
が
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
十
一
日
に
は
新
型
ミ
サ
イ

ル
駆
逐
艦
「
昆
明
」
が
就
役
し
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
新
造
艦
艇
の
就
役
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
海
軍

に
お
い
て
は
他
に
も
知
能
化
機
雷
の
掃
討
と
機
雷
敷
設
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た（

（
（

。
空
軍
の
早
期
警
戒
機
は
時
間

と
エ
リ
ア
を
問
わ
ず
陸
海
空
三
軍
の
い
ず
れ
と
も
共
同
作
戦
を
行
え
る
能
力
が
得
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
早
期
警
戒
機
の
設
計
開
発
に
尽

く
し
た
中
国
電
子
科
学
研
究
院
の
研
究
者
が
称
揚
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
陸
軍
の
新
型
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
部
隊
が
全
面
的
に
戦

力
を
構
築
し
、
ま
た
砲
兵
の
偵
察
・
射
撃
観
測
用
無
人
機
の
集
中
訓
練
が
実
施
さ
れ
た（

（
（

。

人
民
解
放
軍
は
、
特
定
の
人
間
集
団
が
形
成
す
る
一
つ
の
社
会
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
い
わ
ば

苦
悩
す
る
の
も
人
民
解
放
軍
の
一
面
で
あ
り
、
着
実
に
戦
力
強
化
を
図
る
の
も
ま
た
人
民
解
放
軍
の
一
面
で
あ
る
。
本
稿
は
二
〇
一
三

年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
の
人
民
解
放
軍
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
事
象
を
概
観
し
、
多
方
面
に
わ
た
る
問
題
へ
の
対
応
に
注
力
す

る
人
民
解
放
軍
の
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節　
「
強
軍
目
標
」
と
軍
隊
政
治
思
想
工
作

二
〇
一
四
年
元
旦
の
『
解
放
軍
報
』
社
説
は
、「
新
た
な
形
勢
の
下
に
お
け
る
強
軍
目
標
を
深
く
掘
り
下
げ
て
貫
徹
し
、
改
革
創
新

の
精
神
で
国
防
と
軍
隊
建
設
の
新
た
な
局
面
を
開
拓
し
よ
う
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
習
近
平
政
権
の
軍
事
路
線
は
き
わ
め
て
率

直
に
「
強
軍
」
す
な
わ
ち
「
軍
を
強
く
す
る
」
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
い
る
。「
強
軍
目
標
」
を
論
じ
る
『
解
放
軍
報
』
記
事
は
、
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二
〇
一
二
年
度
の
千
五
百
十
六
本
か
ら
二
〇
一
三
年
度
に
は
四
千
八
百
九
十
本
と
三
倍
以
上
に
増
え
た
。
ま
た
「
強
軍
」
に
言
及
す
る

記
事
も
三
百
十
四
本
か
ら
八
倍
以
上
の
二
千
五
百
九
十
五
本
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
人
民
解
放
軍
が
こ
れ
を
い
か
に
重

視
し
て
い
る
か
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
元
旦
社
説
で
は
ま
ず
、
習
近
平
主
席
が
国
防
と
軍
隊
建
設
を
高
度
に
重
視
し
て
「
党
の
指
揮
に
従
い
、
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
風
が
優
良
な
人
民
の
軍
隊
を
建
設
す
る
と
い
う
新
た
な
形
勢
下
の
強
軍
目
標
」
を
提
起
し
た
と
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
目
標
の
た
め
に
、

新
た
な
一
年
で
は
「
軍
隊
思
想
政
治
建
設
を
強
化
し
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
党
の
軍
隊
に
対
す
る
絶
対
的
指
導
と
い

う
政
治
的
自
覚
と
現
実
の
能
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
基
本
原
則
と
制
度
に
つ
い
て
の
学
習
教
育
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
二
〇
一
三
年
六
月
六
日
総
政
治
部
が
「
強
軍
目
標
を
め
ぐ
り
政
治
工
作
を
展
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
会
議
」
を
開
催

し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
強
軍
目
標
」
で
は
、
政
治
思
想
工
作
が
重
要
な
位
置
に
あ
る（

（
（

。

し
か
し
「
党
中
央
、
中
央
軍
事
委
員
会
と
習
主
席
の
指
揮
に
従
う
」
と
い
う
こ
と
が
同
じ
元
旦
社
説
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
明
示
的
な
事
象
は
表
面
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
中
国
共
産
党
が
警
戒
す
る
事
態
す
な
わ

ち
軍
隊
の
非
党
化
、
国
軍
化
と
い
っ
た
思
想
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
強
軍
目
標
を
妨
げ
る
最
大
要
因
ば
か
り

で
な
く
、
中
国
共
産
党
の
存
立
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
を
払
拭
す
る
た
め
の
政
治
思
想
工
作
が
大
き
く
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
習
近
平
は
二
〇
一
二
年
十
一
月
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
に
選
出
さ
れ
た
直
後
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な

復
興
」
が
「
中
国
の
夢
」
で
あ
る
と
述
べ
、
翌
二
〇
一
三
年
三
月
の
第
十
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
閉
幕
式
で
も
改
め
て

こ
れ
に
言
及
し
た
。
同
年
八
月
一
日
の
建
軍
記
念
日
に
際
し
て
の
『
解
放
軍
報
』
社
説
は
、「
中
国
の
夢
と
は
軍
隊
に
と
っ
て
言
え
ば
、

す
な
わ
ち
強
軍
の
夢
で
あ
る
」
と
す
る（

（
（

。
そ
し
て
そ
の
「
強
軍
」
と
は
、
中
国
の
「
国
際
的
な
地
位
に
ふ
さ
わ
し
く
、
国
家
の
安
全
と
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発
展
の
利
益
に
適
し
た
強
固
な
国
防
と
強
大
な
軍
隊
」
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
社
説
は
、
習
近
平
が
「
党
の
指
揮
に
従
い
、
戦

い
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
作
風
の
優
良
な
人
民
の
軍
隊
を
建
設
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
」
こ
と
を
強
調
す
る
。
二
〇
一
三
年
七
月
の
中

国
共
産
党
創
立
九
十
二
周
年
に
際
し
て
の
『
解
放
軍
報
』
社
説
も
同
様
に
、「
党
の
指
導
」、「
人
民
の
軍
隊
」、「
優
良
な
作
風
」
を
執

拗
に
呼
び
か
け
る（

（
（

。
強
軍
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
優
良
な
」
伝
統
に
根
差
し
た
強
力
な
「
党
軍
」
を
建
設
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

同
年
四
月
十
六
日
の
『
解
放
軍
報
』
署
名
論
文
で
は
、
軍
隊
に
対
す
る
党
の
絶
対
的
優
位
と
い
う
原
則
が
、
い
か
に
中
国
の
情
勢
に
合

致
し
た
合
理
性
を
有
す
る
科
学
的
真
理
で
あ
る
か
が
丹
念
に
説
か
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
年
六
月
二
十
一
日
の
同
紙
署
名
論
文
は
、「
党
の
指

揮
に
従
う
こ
と
は
人
民
の
軍
隊
の
優
良
な
作
風
の
カ
ギ
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
「
強
軍
」
の
「
魂
」
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
四
日
の
同
紙
署
名
論
文
は
、「
党
の
軍
隊
に
対
す
る
絶
対
的
指
導
の
堅
持
を
い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が

せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
確
に
題
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
強
軍
」
す
な
わ
ち
強
大
な
党
軍
を
建
設
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
党
軍
と
い
う
性
格
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
そ
「
軍
隊
に
対
す
る
党
の
絶
対
的
指
導
」
を
執
拗
に
繰

り
返
し
呼
び
掛
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
軍
隊
政
治
工
作
の
強
化
は
、
中
国
共
産
党
が
い
わ
ゆ
る
党
軍
関
係
に
対

し
て
異
様
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
表
れ
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
出
の
二
〇
一
四
年
元
旦
社
説
は
、「
紀
律
執
行
状
況
の
監
督
と
検
査
の
能
力
を
強
化
し
、
政
治
紀
律
、
組
織
紀
律
、

人
事
紀
律
、
財
政
経
済
紀
律
、
秘
密
保
全
紀
律
を
厳
格
に
し
、
紀
律
や
法
の
違
反
を
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
と
り
わ
け
腐
敗
現
象
を
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
。
政
治
思
想
工
作
や
紀
律
維
持
の
強
化
は
、
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
で
止
む
こ
と
が
な
い
ば

か
り
か
む
し
ろ
深
刻
化
す
る
不
正
腐
敗
問
題
が
軍
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る（

（1
（

。
二
〇
一
三
年
六
月
に
は
総
政
治

部
と
総
後
勤
部
か
ら
「
党
委
員
会
に
よ
る
会
計
監
査
管
理
・
審
議
制
度
の
確
立
に
関
す
る
通
達
」
が
発
せ
ら
れ
た（

（1
（

。「
軍
隊
の
会
計
監

査
は
軍
事
経
済
分
野
の
中
で
最
も
重
要
で
独
立
し
た
監
督
行
為
で
あ
り
、
常
に
国
防
軍
隊
建
設
の
発
展
の
要
求
と
符
合
し
、
強
国
強
軍
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目
標
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が（

（1
（

、
言
い
換
え
れ
ば
こ
う
し
た
会
計
監
査
が
独
立
的
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
国
防

建
設
や
強
軍
目
標
と
い
う
大
目
標
に
合
致
す
る
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
は
中
央
軍
事
委

員
会
か
ら
「
軍
の
指
導
幹
部
の
経
済
責
任
に
対
す
る
監
査
活
動
の
強
化
・
改
善
に
関
す
る
意
見
」
が
下
達
さ
れ
た（

（1
（

。「
四
風
（
形
式
主

義
、
官
僚
主
義
、
享
楽
主
義
、
奢
侈
贅
沢
）」
を
撲
滅
さ
せ
る
た
め
に
会
計
監
査
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
軍
事
強
化
に
つ
な
が
る
と

呼
び
か
け
ら
れ
る（

（1
（

。
軍
隊
の
作
風
改
善
に
対
し
て
は
、
同
年
七
月
に
「
軍
に
お
け
る
党
風
・
清
廉
政
治
建
設
責
任
制
の
実
行
に
関
す
る

規
定
が
」
が
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
「
軍
隊
に
よ
る
『
党
・
政
府
機
関
の
節
約
励
行
・
浪
費
反
対
条
例
』
の
貫
徹
実
行
に
関
す
る
措

置
」
が
そ
れ
ぞ
れ
配
布
さ
れ
た（

（1
（

。
習
近
平
政
権
が
推
し
進
め
る
腐
敗
不
正
の
撲
滅
、
清
廉
な
政
治
建
設
が
軍
に
も
確
実
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
は
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
軍
に
も
深
く
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（1
（

。
軍
の
最
高
指
導
幹
部
が
「
党
の
大
衆
路
線
教
育
実

践
活
動
に
お
け
る
連
絡
拠
点
」
を
視
察
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
四
風
」
を
批
判
し
是
正
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
節　

軍
事
闘
争
の
準
備
と
軍
事
制
度
体
制
改
革

前
出
の
二
〇
一
四
年
元
旦
社
説
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
「
軍
事
闘
争
の
準
備
を
推
進
す
る
」
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
個
別
の
兵
器
装
備
の
近
代
化
と
い
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
軍
事
力
の
戦
略
的
な
役
割
の
発
揮
で

あ
る
。
軍
事
訓
練
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
部
隊
の
精
鋭
化
を
図
り
、
総
合
的
な
軍
事
力
が
現
代
の
戦
争
の
特
色
に
適
応
し
て
発
揮
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
戦
争
」
は
戦
闘
よ
り
も
き
わ
め
て
大
き
な
概
念
で

あ
り
、「
軍
事
力
の
戦
略
的
効
能
」
と
は
実
際
の
作
戦
行
動
ば
か
り
で
な
く
「
威
嚇
」
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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る（
（2
（

。元
旦
社
説
で
は
ま
た
、「
国
防
と
軍
隊
の
改
革
を
深
化
さ
せ
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
領
導
指
揮
体
制
を
重
点

と
し
て
、
構
造
を
合
理
化
し
機
能
を
完
備
さ
せ
、
軍
隊
の
制
度
改
革
を
深
化
さ
せ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四

年
一
月
一
日
の
『
読
売
新
聞
』
は
、
中
国
軍
が
現
在
の
地
域
防
衛
型
で
あ
る
七
大
軍
区
を
有
事
即
応
型
の
五
大
戦
区
に
改
編
す
る
等
の

機
構
改
革
案
を
検
討
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
た
し
か
に
同
年
三
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
中
央
軍
事
委
員
会
深
化
国
防
・
軍
隊
改
革

領
導
小
組
」
第
一
回
会
議
で
、
習
近
平
主
席
は
「
軍
隊
の
組
織
形
態
の
近
代
化
な
く
し
て
国
防
・
軍
隊
の
近
代
化
は
な
い
」
と
述
べ
、

指
導
指
揮
体
制
、
構
造
、
政
策
制
度
面
の
改
革
を
深
化
さ
せ
強
力
な
制
度
的
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
を
指
示
し
た（

（2
（

。
同
小
組
は
習
近
平

は
じ
め
中
央
軍
事
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
中
国
軍
の
抜
本
的
な
制
度
体
制
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
し
か
に
『
解
放
軍
報
』
に
も
、
た
と
え
ば
「
軍
隊
の
組
織
形
態
の
近
代
化
を
大
き
く
推
進
さ
せ
る
」
こ
と
は

重
大
な
戦
略
措
置
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
基
礎
研
究
は
「
重
大
な
戦
略
問
題
で
も
あ
る
」
と
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た（

（2
（

。
ま
た
同

紙
に
は
米
軍
の
軍
政
・
軍
令
や
、
米
陸
軍
の
組
織
編
制
改
革
に
関
す
る
詳
細
な
紹
介
記
事
が
見
ら
れ
た
が
、
軍
が
こ
れ
ら
を
も
参
考
に

何
ら
か
の
制
度
改
革
を
検
討
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。

「
戦
区
」
と
い
う
概
念
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
訓
練
演
習
や
最
高
軍
事
指
導
者
の
視
察
の
際
に
、
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
て
い
る
。

『
解
放
軍
報
』
に
は
「
各
大
戦
区
」
と
い
う
用
語
も
現
れ
て
お
り（

（2
（

、
ま
た
外
国
武
官
団
が
広
州
戦
区
へ
招
待
さ
れ
た
り（

（2
（

、「
蘭
州
戦
区
病

院
兵
員
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
「
瀋
陽
戦
区
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
治
療
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ

た
り
す
る
な
ど（

（2
（

、「
戦
区
」
は
比
較
的
広
い
範
囲
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、
か
つ
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
戦
区
」
と
は

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
戦
争
を
想
定
し
て
軍
隊
を
効
率
よ
く
運
用
で
き
る
よ
う
臨
時
に
区
画
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

五
大
「
戦
区
」
へ
改
編
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
概
念
が
ど
う
規
定
さ
れ
る
の
か
注
目
さ
れ
る
。
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多方面、多分野に展開する「軍事闘争の準備」

第
四
節　

海
軍
戦
力
構
築
の
伸
展

海
軍
戦
力
の
構
築
努
力
の
中
で
、
遠
洋
へ
進
出
し
て
訓
練
演
習
を
実
施
す
る
こ
と
は
た
し
か
に
常
態
化
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
二
〇
一
三
年
四
月
三
日
に
は
十
六
日
間
に
及
ぶ
西
太
平
洋
及
び
南
シ
ナ
海
で
の
戦
備
巡
視
、
遠
洋
訓
練
任
務
を
完
了
し
た
南
海

艦
隊
の
艦
艇
四
隻
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
四
機
、
一
個
陸
戦
中
隊
か
ら
な
る
遠
洋
訓
練
部
隊
が
海
南
島
三
亜
に
帰
還
し
た（

（2
（

。
同
月
に
は
ミ
サ

イ
ル
駆
逐
艦
「
蘭
州
」
と
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
衡
水
」
か
ら
成
る
遠
洋
訓
練
艦
隊
が
同
じ
く
西
太
平
洋
で
訓
練
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ

は
「
恒
例
の
年
度
訓
練
」
で
あ
る
と
さ
れ
た（

（2
（

。
同
年
五
月
二
十
四
日
に
は
、
中
国
海
軍
の
水
上
艦
艇
、
潜
水
艦
、
航
空
兵
、
沿
岸
防
衛

部
隊
、
陸
戦
隊
の
五
大
兵
種
に
よ
る
大
規
模
合
同
訓
練
が
南
シ
ナ
海
で
終
了
し
た（

（2
（

。
同
月
六
日
か
ら
は
東
海
艦
隊
の
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦

や
補
給
艦
が
西
太
平
洋
へ
「
恒
例
の
訓
練
」
の
た
め
に
向
か
い（

（3
（

、
同
月
二
十
七
日
に
は
、
北
海
艦
隊
の
遠
海
訓
練
艦
隊
も
西
太
平
洋
へ

進
出
し
た
。
後
者
は
同
年
に
な
っ
て
五
回
目
の
宮
古
海
峡
通
峡
で
あ
っ
た（

（3
（

。
九
月
十
日
に
は
、
東
海
艦
隊
の
遠
洋
訓
練
艦
隊
が
十
六
日

間
の
遠
洋
訓
練
任
務
を
完
了
し
て
浙
江
省
舟
山
の
軍
港
に
帰
港
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
日
、
南
海
艦
隊
の
ド
ッ

ク
型
揚
陸
艦
「
長
白
山
」、
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
海
口
」
及
び
同
「
武
漢
」
の
三
隻
か
ら
な
る
遠
洋
訓
練
艦
隊
が
、
南
シ
ナ
海
、
西
太

平
洋
及
び
イ
ン
ド
洋
海
域
へ
向
け
て
海
南
島
の
三
亜
を
出
港
し
た
。
こ
れ
は
新
年
度
に
お
け
る
常
態
化
さ
れ
た
「
戦
備
巡
視
、
遠
洋
訓

練
」
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
た（

（3
（

。「
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ー
ビ
ー
」
に
な
る
た
め
に
は
遠
洋
訓
練
が
「
必
修
科
目
」
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
、
そ
れ
は
米
国
や
日
本
、
英
国
の
遠
洋
航
海
訓
練
を
十
分
に
意
識
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
同
年
二
月
二
十
八
日
に
浙
江
省
舟
山
の
軍
港

を
出
港
し
た
東
海
艦
隊
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
長
春
」
と
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
益
陽
」、
同
「
常
州
」
は
、
バ
シ
ー
海
峡
を
通
峡
し
て

南
シ
ナ
海
へ
至
り
、
各
種
の
訓
練
を
実
施
し
て
三
月
十
一
日
に
帰
港
し
た（

（3
（

。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
訓
練
演
習
は
毎
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月
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
南
シ
ナ
海
に
せ
よ
西
太
平
洋
に
せ
よ
、
中
国
大
陸
か
ら
は
る
か
遠
洋
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

中
国
の
海
洋
進
出
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
海
域
へ
の
進
出
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

空
母
「
遼
寧
」
で
は
艦
載
機
の
発
着
艦
の
試
験
・
訓
練
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
や
、
同
艦
に
女
性
兵
士
が
乗
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
航
海
が
実
施
さ
れ
、
空
母
の
戦
力
化
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
台
湾
海
峡
を
通
過
し
て
南
シ
ナ
海
に
入
る
な
ど
、
す
で
に
空
母
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
発
揮
を
う
か
が
わ
せ
る
行
動
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た（

（3
（

。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
新
た
な
艦
艇
の
就
役
も
相
次
い
で
い
る
。
二
〇
一
三
年
五
月
十
八
日
に
は
新
型
護
衛
艦
「
大
同
」
が
旅
順
軍
港

で
、
六
月
十
八
日
に
は
新
型
総
合
補
給
艦
「
太
湖
」
が
青
島
軍
港
で
、
七
月
一
日
に
は
新
型
小
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
恵
州
」
と
「
欽

州
」
が
香
港
の
昂
船
洲
軍
港
で
、
七
月
二
十
九
日
に
は
新
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
梅
州
」
が
海
南
島
三
亜
軍
港
で
、
八
月
一
日
に
は
新

型
小
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
営
口
」
が
大
連
軍
港
で
、
九
月
十
二
日
に
は
新
型
遠
洋
綜
合
補
給
艦
「
巣
湖
」
が
浙
江
省
舟
山
軍
港
で
、

十
月
十
日
に
は
新
型
掃
海
艦
「
鶴
山
」
が
広
東
省
江
門
軍
港
で
、
十
二
月
十
三
日
に
は
新
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
三
亜
」
が
海
南
省
三

亜
軍
港
で
、
十
二
月
二
十
六
日
に
は
新
型
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
鄭
州
」
が
東
海
艦
隊
某
駆
逐
艦
支
隊
で
、
二
〇
一
四
年
一
月
八
日
に
は

新
型
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
吉
安
」
が
上
海
で
、
一
月
二
十
六
日
に
は
新
型
軽
量
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
「
掲
陽
」
が
広
東
省
汕
頭
軍
港
で
、

三
月
十
五
日
に
は
新
型
護
衛
艦
「
威
海
」
が
北
海
艦
隊
某
軍
港
で
、
そ
れ
ぞ
れ
就
役
し
た
。
二
〇
一
三
年
五
月
三
十
日
、
国
防
部
報
道

官
は
、
中
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
購
入
し
た
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
揚
陸
艇
が
す
で
に
中
国
に
到
着
し
て
お
り
適
切
な
時
期
に
海
軍
に
引
き

渡
さ
れ
る
と
発
言
し
た（

（3
（

。
満
載
排
水
量
三
万
五
千
ト
ン
の
強
襲
揚
陸
艦
が
上
海
で
建
造
中
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り（

（3
（

、
国
防
部
報

道
官
は
国
産
空
母
の
建
造
も
示
唆
し
て
い
る（

（3
（

。
海
軍
戦
力
の
着
実
な
構
築
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
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多方面、多分野に展開する「軍事闘争の準備」

第
五
節　
「
防
空
識
別
区
」
の
設
定

（
一
）
防
空
識
別
圏
と
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
中
国
国
防
部
は
同
日
午
前
十
時
か
ら
東
シ
ナ
海
に
「
防
空
識
別
区（

（4
（

」
を
設
定
す
る
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
公
告
を
発
布
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
本
規
則
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
以
下
の
識
別
方
式
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飛
行
計
画
識
別
。
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
あ
る
い
は
民
用
航
空
局
に
飛

行
計
画
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
線
識
別
。
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
双
方
向
無
線
通
信
を
開
局
、
維
持
し
、
東
シ
ナ
海
「
防
空
識

別
区
」
管
理
機
構
あ
る
い
は
そ
の
授
権
機
構
の
識
別
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
直
ち
に
正
確
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
ー
識
別
。
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
装
備
す
る
二
次
レ
ー
ダ
ー
応
答
器
を
常
に
作

動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

標
識
識
別
。
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
関
係
す
る
国
際
取
り
決
め
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
籍
と
登

録
識
別
標
識
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
を
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
管
理
機
構
あ
る
い
は
そ
の
授
権
機
構
の
指
示
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に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
識
別
に
協
力
し
な
い
、
あ
る
い
は
指
示
に
従
わ
な
い
航
空
機
に
対
し
て
は
、
中
国
の
軍
事
力
が
防

御
的
な
緊
急
処
置
を
講
じ
る
。

東
シ
ナ
海
「
防
空
識
別
区
」
管
理
機
構
は
、
中
華
人
民
共
和
国
国
防
部
で
あ
る
。

本
規
則
は
中
華
人
民
共
和
国
国
防
部
が
そ
の
解
釈
の
責
任
を
負
う
。

本
規
則
は
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三
日
十
時
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

防
空
識
別
圏
（A

ir D
efense Identification Zone

、
以
下
、
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
）
と
は
各
国
が
自
国
の
防
衛
の
た
め
に
独
自
に
設
け
た

空
域
で
、
後
述
の
飛
行
情
報
区
（Flight Inform
ation Region

、
以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
）
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
も

Ｆ
Ｉ
Ｒ
も
国
家
の
領
空
と
は
関
係
が
な
く
、
領
空
よ
り
も
広
い
空
域
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
は
国
際
民
間
航
空
機
関
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｏ
）
に
よ
っ
て
調
整
、
画
定
さ
れ
た
一
定
の
国
際
的
な
取
り
決
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
各
国
が
個
別
か
つ
一
方
的
に

設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
公
表
さ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
規
範
は
な
い
。
一
般
に
、
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
に
進
入
し
よ
う
と
す
る

航
空
機
に
対
し
て
は
そ
の
国
の
防
空
担
当
機
関
が
飛
行
計
画
の
照
会
を
行
い
、
事
前
に
そ
れ
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
敵
味

方
が
識
別
不
能
で
あ
っ
て
当
該
国
に
と
っ
て
経
空
脅
威
に
な
り
得
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
軍
用
機
に
よ
る
目
視
識
別
や
要
撃
が
行
わ

れ
る
。
航
空
機
は
高
速
で
あ
る
か
ら
、
自
国
の
防
衛
の
た
め
に
領
空
の
み
を
監
視
す
る
の
で
は
当
然
不
十
分
で
あ
り
、
通
常
、
領
空
よ

り
も
か
な
り
広
い
空
域
を
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
と
し
て
設
定
す
る
。
た
と
え
ば
米
国
に
は
国
内
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
（D

om
estic A

D
IZ

―
陸
上
国
境
沿

い
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
）、
沿
岸
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
（Coastal A

D
IZ

―
沿
岸
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
）
及
び
遠
距
離
早
期
警
戒
識
別
圏
（D

istant Early 

W
arning Identification Zone

―
ア
ラ
ス
カ
州
の
沿
岸
）
の
三
つ
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
沿
岸
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
米
国
西
海
岸
・
東
海
岸

と
も
に
海
岸
線
か
ら
約
三
百
五
十
～
四
百
マ
イ
ル
の
幅
が
あ
る（

（4
（

。
ま
た
、
台
湾
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
中
国
大
陸
に
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
約
二
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百
マ
イ
ル
も
食
い
込
ん
で
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
台
湾
軍
は
台
湾
海
峡
の
防
空
警
戒
監
視
は
で
き
る
と
し
て
も
、
中
国
大
陸
の
陸

上
に
及
ぶ
こ
の
空
域
全
体
に
わ
た
っ
て
要
撃
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
運
用
さ
れ
る
か

は
、
あ
く
ま
で
そ
の
国
家
の
意
図
と
能
力
次
第
で
あ
る
。

ち
な
み
に
日
本
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
、
一
九
六
九
年
に
発
出
さ
れ
た
当
時
の
防
衛
庁
長
官
名
に
よ
る
「
訓
令
」
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
外

側
線
（O

uter A
D

IZ
）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
空
域
か
ら
内
側
線
（Inner A

D
IZ

）
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
空
域
を
除
い
た
空
域
で
あ
る（

（4
（

。

こ
こ
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
に
規
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
対
領
空
侵
犯
措
置
」
が
実
施
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
空
自
衛

隊
で
は
防
空
用
レ
ー
ダ
ー
上
に
お
い
て
機
影
と
当
該
機
の
情
報
、
飛
行
計
画
を
照
合
す
る
な
ど
し
て
識
別
し
、
該
当
す
る
も
の
が
な
い

場
合
は
敵
味
方
不
明
機
と
判
断
す
る
。
そ
し
て
当
該
機
が
日
本
の
領
域
に
接
近
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
日
本
の
領
域
に
対

す
る
経
空
脅
威
に
な
り
得
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
戦
闘
機
を
緊
急
発
進
さ
せ
て
目
視
確
認
等
の
対
応
措
置
を
採
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

（4
（

。

通
常
、
民
間
定
期
航
空
輸
送
機
は
国
内
線
、
国
際
線
を
問
わ
ず
「
計
器
飛
行
方
式
」（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）
で
飛
行
し
て
い
る
た
め
、
飛
行
に
際

し
て
は
必
ず
「
飛
行
計
画
」
が
航
空
交
通
管
制
機
関
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
飛
行
計
画
は
日
本
国
内
か
ら
出
発
す
る
場
合
に
は
、

国
土
交
通
省
航
空
局
の
飛
行
計
画
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
後
各
関
係
す
る
航
空
交
通
管
制
機
関
へ
送
付
さ
れ
る
と
同

時
に
、
航
空
自
衛
隊
の
防
空
担
当
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
へ
も
送
付
さ
れ
る
。
こ
の
情
報
と
防
空
用
レ
ー
ダ
ー
の
情
報
等
と
を
照
合
し
て

航
空
機
を
識
別
す
る
の
で
あ
る
。
国
外
か
ら
日
本
へ
向
か
っ
て
く
る
航
空
機
や
、
日
本
を
目
的
地
に
し
な
い
が
日
本
の
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
の
航

空
路
を
飛
行
す
る
航
空
機
に
つ
い
て
も
、
そ
の
飛
行
計
画
が
当
該
国
か
ら
事
前
に
わ
が
国
の
飛
行
計
画
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
通
報
さ

れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
自
衛
隊
の
防
空
担
当
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
へ
も
転
送
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
計
器
飛
行
方
式
の
場
合
は
ほ
ぼ

自
動
的
に
飛
行
計
画
が
わ
が
国
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
省
航
空
局
発
行
の
『
航
空
路
誌
』
に
は
、

「
防
空
識
別
圏
を
有
視
界
飛
行
方
式
に
よ
り
飛
行
す
る
航
空
機
は
、
航
空
機
の
識
別
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
次
の
措
置
を
実
施
さ
れ
た
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い
」
と
し
て
、
国
外
か
ら
防
空
識
別
圏
を
経
て
日
本
の
領
域
に
至
る
飛
行
を
行
う
場
合
は
そ
の
飛
行
計
画
を
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
つ
ま
り
「
有
視
界
飛
行
方
式
」
で
飛
行
す
る
場
合
は
、
常
に
航
空
管
制
機
関
の
管
制
下
に
な
い
た
め
、
わ
が
国
の
防
空
識
別
圏

に
抵
触
す
る
場
合
に
は
改
め
て
通
報
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た
飛
行
計
画
と
異
な
る
飛
行

を
行
う
場
合
は
、
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
に
通
報
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
「
有
視
界
飛
行
方
式
」
に
よ

る
飛
行
に
限
定
し
て
、
飛
行
計
画
や
実
態
の
通
報
を
義
務
で
な
く
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
飛
行
計
画
と
照
合
で
き
な

い
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
要
撃
機
に
よ
る
目
視
確
認
を
行
う
こ
と
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

少
な
く
と
も
民
間
航
空
機
に
対
し
て
は
、
中
国
の
言
う
よ
う
な
「
軍
事
力
が
防
御
的
な
緊
急
処
置
を
講
じ
る
」
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な

い（
（4
（

。以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
あ
く
ま
で
防
空
用
に
担
当
機
関
が
い
わ
ば
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
る
空
域
で

あ
っ
て
、
領
空
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
飛
行
計
画
に
従
っ
た
通
常
の
計
器
飛
行
方
式
に
よ
る
航
空
機
の

運
航
に
は
直
接
関
係
が
な
い
。
計
器
飛
行
方
式
に
よ
る
運
航
は
、
航
空
交
通
が
安
全
か
つ
効
率
よ
く
な
さ
れ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

る
「
航
空
交
通
業
務
」
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
国
際
的
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
基
準
に
則
っ
て
実
施
さ
れ
る

全
世
界
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
空
域
は
Ｆ
Ｉ
Ｒ
に
区
分
け
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
で
は
航
空
交
通
管
制

業
務
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
土
交
通
省
航
空
局
が
担
当
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｒ
は
「
福
岡
Ｆ
Ｉ
Ｒ
」
で
あ
る（

（4
（

。

日
本
の
防
空
識
別
圏
に
お
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
限
定
的
か
つ
抑
制
的
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
の
「
防

空
識
別
区
」
で
は
飛
行
計
画
の
通
報
や
識
別
を
義
務
と
し
、「
識
別
に
協
力
し
な
い
、
あ
る
い
は
指
示
に
従
わ
な
い
航
空
機
に
対
し
て

は
、
中
国
の
軍
事
力
が
防
御
的
な
緊
急
処
置
を
講
じ
る
」
と
し
て
き
わ
め
て
厳
し
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
二
）
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

中
国
は
「
防
空
識
別
区
」
の
設
定
に
対
す
る
各
国
の
厳
し
い
反
応
に
対
応
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
解
釈
と
説
明

に
努
め
た
。
中
国
軍
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
中
国
軍
網
」
は
、「
防
空
識
別
区
」
に
つ
い
て
七
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
「
防
御
的
緊
急
措
置
」
で
あ
る
。「
防
空
識
別
区
」
と
は
海
に
面
す
る
国
家
が
経
空
脅
威
に
対
し
て
早

期
に
対
応
す
る
た
め
に
領
空
外
に
設
置
し
た
空
域
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
「
防
御
的
」
措
置
を
と
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
第
二

に
、
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
は
国
連
憲
章
等
の
国
際
法
や
国
際
慣
例
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
で
す
で
に
二
十
ヶ
国
以
上
が
設

置
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
法
律
的
に
問
題
は
な
く
、
国
際
法
の
基
本
原
則
に
抵
触
せ
ず
、
他
国
の
領
土
主
権
を
侵
さ
ず
、
飛
行
の

自
由
に
影
響
し
な
い
限
り
、
主
権
国
家
の
権
利
で
あ
っ
て
他
国
の
同
意
を
必
要
と
は
し
な
い
と
す
る
。
第
三
に
、
東
シ
ナ
海
は
狭
い
た

め
「
防
空
識
別
区
」
は
日
本
の
そ
れ
と
重
複
す
る
の
は
不
可
避
で
あ
る
が
、
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
同
で
飛
行
の
安
全
を
維
持
す

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
飛
行
計
画
等
の
通
報
要
求
は
、
限
定
的
な
管
制
権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
排
他
性
は
な
い
と
い
う
。
た
だ

し
中
国
が
領
有
権
を
主
張
す
る
「
釣
魚
島
」
上
空
に
日
本
が
「
防
空
識
別
区
」
を
設
定
す
る
こ
と
は
「
非
法
」
で
あ
る
と
す
る
。
第
四

に
、「
日
本
」
と
名
指
し
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
が
特
定
の
国
家
に
対
応
す
る
た
め
で
も
な
く
、
さ
ら
に

「
釣
魚
島
」
を
め
ぐ
る
緊
迫
し
た
情
勢
と
は
関
係
な
い
と
し
つ
つ
も
、「
あ
る
国
」
の
「
防
空
識
別
区
」
が
中
国
大
陸
か
ら
最
も
近
い
と

こ
ろ
で
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
が
「
あ
る
国
」
か
ら
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る

こ
と
を
正
当
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三
日
の
中
国
国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
発
言
に
明
示
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。

第
五
は
領
空
外
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
防
空
識
別
区
」
は
領
空
と
同
じ
で
は
な
く
、
そ
の
設
定
は
領
空
の
拡
大
を
意
味
し
な
い
と
し

た
。
第
六
に
は
、
飛
行
計
画
等
を
通
報
さ
せ
る
こ
と
は
位
置
測
定
の
た
め
で
あ
っ
て
飛
行
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

東
シ
ナ
海
上
空
は
国
際
航
空
路
が
密
集
す
る
空
域
で
あ
り
、「
防
空
識
別
区
」
の
設
定
は
軍
事
的
錯
誤
を
減
少
さ
せ
空
中
衝
突
を
避
け
、
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飛
行
の
秩
序
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
第
七
は
多
様
な
効
能
と
し
て
、
さ
ら
に
気
象
、
通
信
、
航
法
等
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
意
義
が
挙
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
強
硬
措
置

国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
さ
ら
に
、
識
別
不
明
の
飛
行
物
体
に
対
し
て
、
中
国
は
状
況
に
応
じ
て
直
ち
に
識
別
、
監
視
、
管
制
、

処
置
等
の
措
置
を
取
る
と
し
た
が
、「
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
取
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
状
況
と
直
面
す
る
脅
威
の

程
度
に
応
じ
て
決
ま
る
」
と
述
べ
た（

（4
（

。
中
国
空
軍
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
九
日
午
前
、
Ｓ
ｕ
―
30
、
Ｊ
―
11

等
の
戦
闘
機
を
緊
急
発
進
さ
せ
て
米
国
の
Ｐ
―
3
、
Ｅ
Ｐ
―
3
偵
察
機
二
機
を
「
確
認
」
し
、
日
本
の
Ｅ
―

767
、
Ｐ
―
3
、
Ｆ
―
15
の

計
十
機
を
「
識
別
」
し
た
と
述
べ
た（

（4
（

。
そ
し
て
中
国
空
軍
は
海
軍
部
隊
と
と
も
に
「『
防
空
識
別
区
』
に
進
入
す
る
外
国
軍
用
機
に
対

し
て
、
全
行
程
の
監
視
、
即
時
識
別
を
実
施
し
、
そ
の
タ
イ
プ
を
判
明
さ
せ
て
い
る
」
と
も
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
軍
の
目

下
の
行
動
は
、「
確
認
」、「
識
別
」
で
あ
っ
て
「
警
告
」、「
要
撃
」
等
の
強
硬
な
措
置
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
た
し
か
に
中
国
民
航
総
局
が
発
行
す
る
民
間
航
空
に
つ
い
て
の
情
報
が
集
積
さ
れ
た
『
航
行
情
報
彙
編
』（A

IP-CH
IN

A

）
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
防
空
識
別
区
」
を
め
ぐ
り
民
間
機
に
対
し
て
「
強
硬
措
置
」
が
取
ら
れ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
防

空
識
別
区
」
に
お
け
る
措
置
に
つ
い
て
、
国
防
部
と
中
国
民
航
総
局
の
公
示
内
容
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

別
の
国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
ま
た
、
中
国
は
「
完
全
に
東
シ
ナ
海
『
防
空
識
別
区
』
で
有
効
な
監
視
管
制
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
通
常
の
状
況
下
で
は
、
監
視
管
制
は
飛
行
計
画
の
通
報
や
レ
ー
ダ
ー
応
答
識
別
等
の
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
際

に
は
ま
た
軍
用
機
を
発
進
さ
せ
て
識
別
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
監
視
管
制
方
法
を
取
る
か
は
、
航
空
機

が
軍
用
な
の
か
民
用
な
の
か
と
い
っ
た
属
性
、
脅
威
の
程
度
、
距
離
の
遠
近
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
航
空
機
が
わ
が
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方
に
脅
威
と
は
な
ら
な
い
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
戦
闘
機
を
発
進
さ
せ
る
必
要
は
な
い
が
、
監
視
は
実
施
す
る
で
あ
ろ
う
。
脅
威
が

一
定
程
度
に
達
す
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
適
時
軍
用
機
を
発
進
さ
せ
て
識
別
処
置
を
ほ
ど
こ
す
」
と
述
べ
た（

（4
（

。
あ
く
ま
で
慎
重
に
、

軍
用
機
に
よ
る
「
警
告
」、「
要
撃
」
と
い
っ
た
行
動
に
言
及
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
前
出
の
「
中
国
軍
網
」
に

は
、「
他
国
の
航
空
機
が
わ
が
方
の
『
防
空
識
別
区
』
に
進
入
す
れ
ば
た
だ
ち
に
発
進
し
、
激
烈
な
行
動
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
」
と
解
説
し
て
い
る（

（5
（

。

（
四
）
警
戒
監
視
能
力

上
述
し
た
よ
う
に
、
国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
中
国
は
完
全
に
こ
の
空
域
を
「
監
視
管
制
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。

中
国
に
こ
の
「
防
空
識
別
区
」
を
監
視
す
る
の
に
十
分
な
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
く
ら
狭
い
東
シ
ナ
海

と
は
い
え
、
そ
の
地
理
的
条
件
か
ら
地
上
レ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
「
防
空
識
別
区
」
全
域
を
レ
ー
ダ
ー
監
視
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可

能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
北
方
に
位
置
す
る
航
空
路
Ｂ
五
九
三
（
い
わ
ゆ
る
福
江
・
ア
カ
ラ
コ
リ
ド

ー
、
長
さ
約
三
百
五
十
マ
イ
ル
）
は
、
日
中
双
方
の
航
空
管
制
機
関
に
よ
っ
て
レ
ー
ダ
ー
管
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
航
空
路

監
視
レ
ー
ダ
ー
と
防
空
レ
ー
ダ
ー
と
は
別
で
あ
る
が
、
中
国
の
航
空
管
制
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、

「
防
空
識
別
区
」
の
防
空
監
視
能
力
も
一
定
程
度
備
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

レ
ー
ダ
ー
監
視
の
限
界
を
補
う
に
は
、
空
中
警
戒
管
制
機
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
や
早
期
警
戒
機
（
Ａ
Ｅ
Ｗ
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
国

は
こ
の
面
で
の
能
力
獲
得
向
上
も
図
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
は
言
え
そ
の
発
展
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中

国
空
軍
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、「
中
国
が
東
シ
ナ
海
『
防
空
識
別
区
』
を
設
定
し
て
二
か
月
来
、
空
軍
は
東
シ
ナ
海
『
防
空
識
別
区
』

で
恒
常
的
航
空
哨
戒
を
維
持
し
、『
防
空
識
別
区
』
の
有
効
な
管
理
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
た（

（5
（

。
レ
ー
ダ
ー
監
視
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や
空
中
警
戒
監
視
能
力
の
不
足
を
、
航
空
哨
戒
行
動
で
補
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
）
今
後
の
「
防
空
識
別
区
」
設
定
と
中
台
関
係

中
国
は
一
貫
し
て
こ
の
「
防
空
識
別
区
」
が
民
間
航
空
の
正
常
な
運
航
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
中
国

は
「
防
空
識
別
区
」
を
通
過
す
る
航
空
機
に
飛
行
計
画
を
通
報
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
三
日
の
時
点
で

「
十
九
か
国
と
三
つ
の
地
域
の
五
十
五
の
航
空
会
社
が
中
国
側
に
飛
行
計
画
を
通
報
し
て
い
る
」
と
発
表
し
た（

（5
（

。
そ
し
て
飛
行
計
画
の

通
報
要
求
は
、「
関
係
空
域
の
飛
行
秩
序
と
安
全
を
よ
り
よ
く
維
持
す
る
た
め
で
も
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
中
国
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

飛
行
計
画
通
報
の
要
求
と
い
う
や
り
方
は
「
中
国
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
以
前
に
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
韓
国
は
い
ず

れ
も
そ
の
『
防
空
識
別
区
』
を
通
過
す
る
航
空
機
に
事
前
に
飛
行
計
画
を
通
報
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
」
と
い
う
。

中
国
国
務
院
台
湾
辨
公
室
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
が
台
湾
海
峡
両
岸
間
の
航
空
便
に
影
響
を
与
え
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、「
東
シ
ナ
海
『
防
空
識
別
区
』
の
設
定
は
両
岸
の
民
間
航
空
機
の
飛
行
に
影
響
を
与
え
ず
、
関
係
部
門
も
ま
た
す
で

に
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
」
と
述
べ
て
、
台
湾
と
の
間
の
航
空
路
に
配
慮
す
る
姿
勢
を
見
せ
た（

（5
（

。
ま
た
、
国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は

記
者
会
見
に
お
い
て
、「
今
後
も
し
新
た
な
『
防
空
識
別
区
』
を
設
定
す
る
場
合
、
台
湾
と
事
前
に
協
議
す
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し

て
明
確
に
回
答
し
な
か
っ
た
も
の
の
、「
両
岸
同
胞
は
家
族
で
あ
る
。
中
華
民
族
の
全
体
的
な
利
益
を
守
る
こ
と
は
、
両
岸
同
胞
の
共

同
利
益
に
合
致
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
両
岸
関
係
の
平
和
的
発
展
に
対
す
る
立
場
は
一
貫
し
た
も
の
で
あ
り
明
確
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

こ
の
問
題
で
の
台
湾
へ
の
一
定
の
配
慮
を
示
唆
し
た（

（5
（

。

今
後
の
「
防
空
識
別
区
」
設
定
に
関
し
て
、
中
国
国
防
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、「
中
国
は
関
係
す

る
活
動
を
完
成
さ
せ
た
の
ち
、
適
時
そ
の
他
の
『
防
空
識
別
区
』
を
設
定
す
る
」
と
述
べ
た（

（5
（

。
ま
た
同
月
二
十
八
日
に
も
国
防
部
ス
ポ
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ー
ク
ス
マ
ン
は
同
様
の
発
言
を
繰
り
返
し
た（

（5
（

。
中
国
が
今
後
ど
の
空
域
に
「
防
空
識
別
区
」
を
設
定
す
る
つ
も
り
な
の
か
ま
だ
明
確
で

な
い
が
、
そ
の
最
も
有
力
な
空
域
候
補
は
南
シ
ナ
海
で
あ
ろ
う
。

中
国
に
と
っ
て
は
、
台
湾
海
峡
上
空
の
空
域
も
経
空
脅
威
の
判
定
や
航
空
優
勢
の
確
立
が
重
要
と
な
る
が
、
こ
こ
に
「
防
空
識
別

区
」
を
設
定
し
た
こ
と
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
さ
ほ
ど
の
意
味
を
有
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
大
陸
反
攻

を
放
棄
し
た
台
湾
か
ら
中
国
へ
の
脅
威
は
も
は
や
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
事
実
上
中
国
は
こ
の
空
域
の
警
戒
監
視
態
勢

を
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
れ
を
公
表
す
る
利
点
が
見
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
台
湾
海
峡
は
約
百
マ
イ
ル
の
幅
し
か

な
く
、
長
年
来
の
中
台
の
軍
事
的
対
峙
状
況
の
下
、
こ
の
空
域
で
は
中
台
と
も
に
十
分
な
警
戒
監
視
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
第
三
に
、
中
台
交
流
の
強
化
に
伴
っ
て
中
台
間
を
結
ぶ
多
く
の
直
行
航
空
便
が
運
航
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
で
き
る
直
行
航
空
路

は
台
湾
か
ら
北
行
き
と
南
行
き
の
二
本
、
及
び
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
か
ら
の
転
移
航
空
路
一
本
の
計
三
本
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
民
間
航
空
機
に
対
す
る
監
視
・
管
制
は
比
較
的
容
易
で
、
す
で
に
そ
の
た
め
の
態
勢
は
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら

航
空
路
を
飛
行
す
る
場
合
、
台
湾
民
航
局
は
す
で
に
大
陸
側
の
位
置
通
報
点
に
到
達
し
た
時
点
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
ー
（
航
空
交
通

管
制
用
自
動
応
答
装
置
）
と
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
空
中
衝
突
防
止
装
置
）
を
作
動
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
大
陸
方
面
か
ら

台
湾
に
接
近
す
る
航
空
機
を
的
確
に
掌
握
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
同
様
の
運
用
は
中
国
側
も
要
求
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

台
湾
海
峡
を
直
線
的
に
横
断
す
る
よ
う
な
航
空
路
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
迂
回
す
る
航
空
路
に
航
空
交
通
を

集
約
す
る
こ
と
で
、
中
台
双
方
に
と
っ
て
の
脅
威
判
定
に
過
誤
や
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。た

し
か
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
台
湾
は
台
湾
海
峡
か
ら
さ
ら
に
中
国
大
陸
に
大
き
く
食
い
込
む
形
で
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
を
設
定
し
て
い
る
。

台
湾
に
と
っ
て
の
中
国
か
ら
の
経
空
脅
威
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
、
現
に
台
湾
海
峡
と
そ
の
北
東
上
空
に
は
、
台
湾
空
軍
に
よ
っ
て
水
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面
か
ら
三
万
七
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
ま
で
二
十
四
時
間
運
用
の
制
限
空
域
が
計
四
つ
設
定
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
台
湾
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
と
と
も
に
こ

れ
ら
の
空
域
が
、
台
湾
空
軍
に
と
っ
て
の
脅
威
判
定
や
防
空
任
務
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
台
湾
海
峡
上
空
に
は
、
Ｌ
1
及
び
そ
れ
に
ほ
ぼ
並
行
す
る
Ａ
1
と
い
う
航
空
路
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
航
空
路
は
、

北
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
幹
線
航
空
路
で
あ
る
。
中
国
が
台
湾
海
峡
か
ら
台
湾
上
空
に
か
け
て
航
空
優
勢
を
確
立
し
た

い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
空
域
を
通
過
す
る
こ
れ
ら
航
空
路
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
措
置
を
施
す
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
中
国
は
「
防
空
識
別
区
」
の
設
定
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
航
空
交
通
管
制
の
た
め
の
空
域
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
い
う
形

で
空
域
統
制
を
企
図
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
の
海
南
島
上
空
に
お
け
る
米

中
軍
用
機
接
触
事
件
に
端
を
発
す
る
と
思
わ
れ
る
南
シ
ナ
海
北
部
の
Ｆ
Ｉ
Ｒ
再
編
成
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
事
件
を
契
機
と
し
て
中
国

は
南
方
空
域
の
再
編
成
を
企
図
し
、「
責
任
区
」（
Ａ
Ｏ
Ｒ
）
の
設
定
を
経
て
「
三
亜
Ｆ
Ｉ
Ｒ
」
の
設
定
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
空
域
調
整
を

す
で
に
行
っ
た
。
そ
う
し
た
趨
勢
が
さ
ら
に
南
シ
ナ
海
全
体
に
浸
透
し
、
か
つ
東
シ
ナ
海
に
も
拡
大
し
て
く
る
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。

航
空
法
体
系
を
含
め
た
航
空
行
政
に
お
い
て
、
中
国
は
空
域
の
軍
事
的
利
用
や
統
制
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
、
航
空
の
世
界
に
お
い

て
も
軍
民
融
合
の
態
勢
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
。「
防
空
識
別
区
」
の
設
定
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
採
っ
て
安
全
保
障
に

資
す
る
空
域
設
定
が
強
化
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
節　
『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
二
〇
一
四
』
に
見
る
部
隊
編
制
と
兵
器
装
備

最
新
版
の
英
国
国
際
戦
略
研
究
所
（T

he International Institute for Strategic Studies

）『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
二
〇

一
四
』（T

he M
ilitary Balance 2014

）
を
元
に
、
兵
器
装
備
と
編
制
を
概
観
す
る
。
同
書
は
新
た
に
現
役
兵
員
を
四
万
八
千
人
増
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の
二
百
三
十
三
万
三
千
人
と
し
た
。
内
訳
は
陸
軍
が
増
減
な
く
百
六
十
万
人
、
海
軍
が
二
万
人
減
の
二
三
万
五
千
人
、
空
軍
は
前
年
版

で
三
十
～
三
十
三
万
人
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
大
き
く
増
え
て
三
十
九
万
八
千
人
と
な
っ
た
。
第
二
砲
兵
は
変
化
な
く
十
万
人
で
あ

る
。
海
空
軍
の
兵
員
数
は
、
中
国
の
い
わ
ゆ
る
二
〇
一
二
年
版
国
防
白
書（

（5
（

が
公
表
し
た
数
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
国
防
白

書
で
は
、
十
八
個
集
団
軍
と
一
部
の
独
立
合
成
作
戦
師
（
旅
）
団
を
含
む
機
動
作
戦
部
隊
の
兵
員
は
八
十
五
万
人
で
あ
る
こ
と
が
公
表

さ
れ
た
。
こ
れ
は
陸
軍
の
大
部
分
を
占
め
る
部
隊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
』
が
挙
げ
る
陸
軍
兵
員
数

百
六
十
万
人
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
機
動
作
戦
部
隊
以
外
に
七
十
五
万
人
も
の
陸
軍
兵
員
を
擁
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
中

国
軍
総
兵
員
数
に
つ
い
て
中
国
の
『
環
球
時
報
』
は
『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
』
の
そ
れ
に
近
い
二
百
三
十
万
人
と
報
じ
て
い
る（

（5
（

か

ら
、
や
は
り
陸
軍
兵
員
は
百
六
十
万
人
程
度
と
み
ら
れ
る
。

戦
略
ミ
サ
イ
ル
兵
力
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
は
、
前
年
版
で
六
基
増
え
た
Ｄ
Ｆ
31
Ａ
が
六
基
減
っ
て
計
六
十
六
基

に
戻
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
年
版
で
は
一
個
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
旅
団
の
Ｄ
Ｆ
21
Ａ
を
Ｄ
Ｆ
31
Ａ
に
換
装
中
と
さ
れ
て
い
た
記
述
が
な

く
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
に
は
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｄ
Ｆ
41
ミ
サ
イ
ル
の
実
験

が
行
わ
れ
、
渤
海
海
域
で
原
子
力
潜
水
艦
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
「
巨
浪
2
」
の
発
射
実
験
が
行
わ
れ
た
と
米
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
と

さ
れ
る（

（6
（

。
た
し
か
に
同
時
期
、
渤
海
や
黄
海
で
の
軍
事
活
動
が
頻
繁
に
告
知
さ
れ
て
お
り（

（6
（

、
潜
水
艦
発
射
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
研
究
開
発
は
こ

れ
と
関
係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
は
第
二
砲
兵
の
模
範
兵
士
を
称
揚
す
る
活
動
が
行
わ
れ（

（6
（

、
ま
た
同
部
隊

の
冬
季
厳
寒
条
件
下
に
お
け
る
訓
練
が
順
調
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た（

（6
（

。
同
年
二
月
に
は
同
部
隊
の
進
展
ぶ
り
が
再
び
詳

細
に
報
じ
ら
れ
た（

（6
（

。
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
Ｄ
Ｆ
16
が
十
二
基
増
え
て
計
百
三
十
四
基
と
な
っ
た
。
な
お
戦
略
ミ
サ
イ
ル
兵
力
に
は

ミ
サ
イ
ル
部
隊
と
は
別
に
海
軍
の
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
四
隻
が
こ
れ
ま
で
も
記
さ
れ
て
い
た
が
、
最
新
版
か
ら
こ
の
項
に
空
軍
の
二
個

爆
撃
機
旅
団
が
加
わ
っ
た
。
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陸
軍
兵
力
は
こ
れ
ま
で
兵
員
の
「
削
減
中
」
及
び
「
師
団
の
旅
団
化
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
最
新
版
で
は
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

編
制
上
、
特
殊
部
隊
が
二
個
増
え
て
九
個
に
、
装
甲
師
団
が
四
個
減
っ
て
一
個
と
な
る
一
方
、
装
甲
旅
団
が
五
個
増
え
て
十
六
個
に
、

機
械
化
軽
歩
兵
旅
団
が
八
個
増
え
て
十
七
個
に
と
い
っ
た
旅
団
化
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
自
動
車
化
軽
歩
兵
旅
団
が
五
個
減
っ
て
十

四
個
に
、
航
空
兵
旅
団
が
一
個
減
っ
て
五
個
に
な
る
等
、
改
編
は
続
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
主
力
戦
車
は
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
59
の
各

型
が
計
九
百
両
も
減
る
一
方
で
、
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
96
Ａ
、
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
98
Ａ
、
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
99
、
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
99
Ａ
が
増
え
て
い
る
か
ら
、

戦
車
の
更
新
が
な
お
進
め
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
昨
年
版
で
は
二
百
両
減
少
し
た
装
甲
歩
兵
戦
闘
車
が
千
三
百
両
増
加
し
て
三

千
四
百
五
十
両
と
な
っ
た
。
装
甲
兵
員
輸
送
車
は
千
四
百
五
十
両
増
加
し
て
四
千
三
百
五
十
両
と
な
っ
た
。
野
砲
も
六
百
四
十
七
門
増

え
て
一
万
三
千
十
四
門
以
上
と
な
っ
た
。
重
火
力
が
な
お
増
強
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
今
年
版
で
も
増
勢
し
て
六
十

六
機
増
の
計
百
八
機
で
あ
る
。
う
ち
Ｚ
―
10
が
三
十
機
増
の
六
十
機
以
上
で
、
昨
年
版
か
ら
新
た
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｚ
―

19
は
さ
ら
に
三
十
六
機
増
え
て
四
十
八
機
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
最
近
注
目
さ
れ
る
無
人
機
に
は
記
載
に
変
化
が
な
い
。

海
軍
で
は
、
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
に
変
化
は
な
い
が
、
元
Ⅱ
級
（
039
Ｂ
型
）
戦
術
潜
水
艦
が
五
隻
増
え
て
八
隻
と
な
り
、
潜
水
艦
戦

力
は
合
計
七
〇
隻
で
あ
る
。
た
だ
し
二
〇
一
三
年
十
月
、
中
国
「
最
初
の
原
子
力
潜
水
艦
」
が
退
役
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ

れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
夏
級
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
が
退
役
し
た
こ
と
に
な
る（

（6
（

。
昨
年
版
で
一
隻
増
え
た
旅
洋
Ⅱ
級
ミ
サ
イ
ル
駆
逐

艦
は
、
さ
ら
に
一
隻
加
わ
っ
て
四
隻
と
な
っ
た
。
ま
た
昨
年
版
で
三
隻
増
え
た
江
凱
Ⅱ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
も
さ
ら
に
二
隻
増
の
一
五
隻
と

な
っ
た
。
他
方
で
051
型
の
旅
大
Ⅱ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
は
三
隻
減
の
三
隻
と
な
り
、
053
Ｈ
型
の
江
滬
Ⅰ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
は
六
隻
減
の
二
隻
と

な
っ
た
。
老
朽
艦
艇
が
退
役
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
掃
海
艦
艇
が
六
隻
増
え
て
五
三
隻
と
な
っ
た
。
揚
陸
艦
が
一
隻
、
Ｌ

Ｃ
Ａ
Ｃ
が
一
隻
増
え
た
も
の
の
、
そ
の
程
度
で
は
揚
陸
用
兵
力
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
そ
の
他
に
は
情
報
収
集
艦
が
一
隻
増
の
二
隻

に
、
海
洋
調
査
艦
が
三
隻
増
の
八
隻
に
、
潜
水
艦
救
難
艦
が
五
隻
増
の
六
隻
に
な
っ
た
。
海
軍
航
空
部
隊
で
は
、
戦
闘
機
数
が
二
十
四
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機
も
減
っ
て
四
十
八
機
と
な
っ
た
が
、
攻
撃
機
Ｊ
―
11
Ｂ
／
Ｂ
Ｓ
が
昨
年
度
版
の
二
十
四
機
増
か
ら
さ
ら
に
二
十
機
増
え
て
四
十
八
機

と
な
り
、
Ｙ
―
8
Ｗ
早
期
警
戒
管
制
機
が
四
機
増
え
て
六
機
と
な
っ
た
。
Ｈ
―
6
Ｇ
爆
撃
機
は
変
化
な
く
三
〇
機
で
あ
る
。
昨
年
版
で

海
軍
航
空
部
隊
に
加
わ
っ
た
大
型
Ｂ
Ｚ
Ｋ
―

009
と
中
型
Ｂ
Ｚ
Ｋ
―

006
の
無
人
機
は
、
今
年
版
で
は
変
化
な
い
。
海
軍
陸
戦
隊
の
軽
戦
車

が
昨
年
版
で
六
十
二
両
増
え
た
も
の
の
、
五
十
一
両
減
っ
て
七
十
三
両
に
な
り
、
装
甲
兵
員
輸
送
車
も
昨
年
版
で
は
百
二
十
四
両
増
だ

っ
た
が
、
九
十
六
両
減
の
百
五
十
二
両
と
な
っ
た
。

空
軍
の
編
制
に
お
い
て
、
昨
年
版
で
は
戦
闘
機
部
隊
が
十
個
連
隊
減
っ
た
が
、
今
年
版
で
は
三
個
連
隊
が
増
え
た
。
ま
た
昨
年
版
で

は
多
数
の
新
た
な
戦
闘
攻
撃
機
旅
団
が
加
わ
っ
た
が
、
今
年
版
で
は
Ｓ
ｕ
―
30
Ｍ
Ｋ
Ｋ
に
よ
る
一
個
戦
闘
攻
撃
機
旅
団
が
減
っ
て
二
個

と
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
変
化
は
な
い
。
作
戦
機
数
は
さ
ら
に
二
百
機
増
の
二
千
百
九
十
三
機
で
あ
る
。
空
軍
に
所
属
す
る
空
挺
団
で

は
装
甲
歩
兵
戦
闘
車
が
四
十
一
両
も
増
え
て
百
七
十
一
両
と
な
っ
た
が
、
野
砲
は
五
十
四
門
減
っ
て
百
六
十
二
門
以
上
と
記
さ
れ
た
。

な
お
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｊ
20
が
二
〇
一
三
年
七
月
と
二
〇
一
四
年
三
月
に
試
験
飛
行
を
実
施
し
た
と
台
湾
で
報
道
さ
れ
た
り
、
二
〇

一
三
年
十
一
月
に
は
ス
テ
ル
ス
無
人
攻
撃
機
が
試
験
飛
行
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
り
す
る
な
ど（

（6
（

、
航
空
機
の
研
究
開
発
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
七
節　

お
わ
り
に

二
〇
一
三
年
四
月
、
習
近
平
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
は
海
南
島
の
海
軍
三
亜
所
在
部
隊
を
訪
問
し
、
潜
水
艦
や
水
上
艦
艇
を
視
察
し

て
士
兵
を
激
励
し
た（

（6
（

。
習
近
平
は
同
年
六
月
の
有
人
宇
宙
船
神
舟
十
号
の
発
射
に
際
し
て
酒
泉
衛
星
発
射
セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
に
立
ち
会

い
、
関
係
者
に
宇
宙
戦
略
に
関
す
る
「
重
要
講
話
」
を
行
っ
た
が（

（6
（

、
さ
ら
に
そ
の
神
舟
十
号
の
帰
還
後
、
宇
宙
飛
行
士
を
含
む
関
係
者
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を
北
京
に
集
め
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た（

（6
（

。
同
年
七
月
に
は
六
名
に
上
将
の
階
級
を
授
与
し
た（

（7
（

。
同
年
九
月
に
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た

全
国
宣
伝
思
想
工
作
会
議
で
の
習
近
平
の
重
要
講
話
を
全
軍
で
深
く
学
習
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ（

（7
（

、
ま
た
第
十
八
回
党
大
会
以

降
の
習
近
平
の
国
防
軍
隊
建
設
に
関
す
る
重
要
指
示
を
収
め
た
『
深
入
学
習
習
主
席
関
於
国
防
和
軍
隊
建
設
重
要
指
示
読
本
』
が
出
版

さ
れ
た（

（7
（

。
二
〇
一
四
年
二
月
に
は
こ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
『
習
近
平
関
於
国
防
和
軍
隊
建
設
重
要
論
述
選
編
』
が
出
版
さ
れ
全
軍
に

配
布
さ
れ
た（

（7
（

。
同
年
三
月
、「
習
近
平
及
び
中
央
軍
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
」
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
江
沢
民
、
胡
錦
濤
、
習
近
平
の

軍
隊
建
設
に
関
す
る
揮
毫
を
全
軍
の
各
級
党
委
員
会
（
支
部
）
会
議
室
に
掲
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（7
（

。
習
近
平
の
題
辞
は
、「
党
の
指

揮
に
従
い
、
戦
っ
て
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
風
の
優
良
な
人
民
の
軍
隊
を
建
設
す
る
こ
と
に
努
力
せ
よ
」
で
あ
る
。
習
近
平
が
毛

沢
東
以
来
の
最
高
軍
事
指
導
者
と
並
ぶ
存
在
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
習
近
平
は
、
北
京
、
瀋
陽
、
済

南
の
各
大
軍
区
や
内
蒙
古
軍
区
の
国
境
防
衛
部
隊
等
を
訪
問
視
察
し
て
士
兵
を
激
励
し
た
こ
と
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た（

（7
（

。
二
〇
一
三
年

十
一
月
五
日
に
視
察
し
た
国
防
科
学
技
術
大
学
で
は
、
同
大
学
を
「
資
質
の
高
い
新
た
な
軍
事
人
材
を
養
成
し
、
国
防
科
学
技
術
を
自

主
的
に
創
造
す
る
高
み
へ
引
き
上
げ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
習
近
平
は
述
べ
た（

（7
（

。
こ
の
際
の
講
話
は
翌
二
〇
一
四
年
一
月
に
な
っ
て

も
再
び
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
深
く
学
習
し
そ
の
精
神
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
、
部
隊
の
全
面
的
な
建
設
に
と
っ
て
も
「
重

大
で
深
遠
な
意
義
を
兼
ね
備
え
て
い
る
」
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た（

（7
（

。

習
近
平
の
具
体
的
な
動
静
は
、
彼
が
鄧
小
平
以
来
の
軍
事
改
革
路
線
を
継
承
し
な
が
ら
最
高
軍
事
指
導
者
と
し
て
人
民
解
放
軍
の
多

方
面
に
わ
た
り
指
導
力
を
発
揮
し
、
そ
の
指
導
力
の
下
に
多
方
面
に
わ
た
る
軍
隊
建
設
を
率
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
、
習
近
平
が
二
〇
一
四
年
三
月
に
第
十
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
回
会
議
人
民
解
放
軍
代
表
団
全
体
会
議
に
出
席
し
た
際
、

「
鄧
小
平
理
論
、『
三
つ
の
代
表
』
と
い
う
重
要
思
想
、
科
学
的
発
展
観
」
か
ら
始
ま
っ
て
革
命
軍
人
の
歴
史
的
任
務
や
政
治
的
品
格
、

軍
隊
の
組
織
制
度
や
戦
闘
力
建
設
、
軍
民
融
合
や
国
防
動
員
・
教
育
等
に
至
る
ま
で
き
わ
め
て
多
く
の
論
点
に
言
及
す
る
こ
と
で
「
強
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軍
目
標
」
の
実
現
を
強
調
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る（

（7
（

。

人
民
解
放
軍
の
抱
え
る
問
題
は
途
方
も
な
く
多
方
面
に
及
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
兵
器
装
備
の
近
代
化
や
編
制
制
度
の

改
革
に
よ
っ
て
戦
力
の
強
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
腐
敗
不
正
の
是
正
、
綱
紀
粛
正
、
そ
し
て
党
の
絶
対
的
優
位
性
の
確
立
に
固

執
す
る
政
治
工
作
に
よ
っ
て
党
軍
、
革
命
軍
と
し
て
の
性
格
を
維
持
す
る
こ
と（

（7
（

に
人
民
解
放
軍
は
腐
心
し
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
大
き

な
方
向
性
の
中
で
、
軍
人
の
権
利
擁
護
や
軍
隊
生
活
環
境
の
改
善
整
備
に
注
力
し（

（8
（

、
人
民
解
放
軍
の
安
定
的
な
発
展
を
支
え
る
こ
と
が

図
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
三
月
五
日
の
第
十
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
に
お
け
る
「
政
府
活
動
報
告
」
の
中
で
は
、
単
に
「
軍
事
闘

争
へ
の
備
え
は
絶
え
ず
深
化
さ
れ
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
年
三
月
五
日
の
同
大
会
第
二
回
会
議
に
お
け
る
「
政
府
活
動
報

告
」
で
は
、「
各
方
向
、
各
分
野
で
の
軍
事
闘
争
の
準
備
を
統
一
的
に
推
進
」
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。
ま
さ
に
「
各
方
向
、
各
分

野
」
で
の
多
様
な
軍
事
政
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
近
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
軍
事
闘
争

の
準
備
」
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注（
1
）「
会
員
卡
不
再
是
頭
疼
事
児
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
八
日
。

（
2
）「“
岳
陽
”
艦
入
列
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
四
日
。「
我
国
新
型
導
弾
駆
逐
艦
昆
明
交
付
海
軍
」、
同
上
、
二
〇
一
四
年
三
月

二
十
二
日
な
ど
。

（
3
）「
海
軍
首
次
成
功
獵
掃
某
新
型
智
能
水
雷
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
六
日
。「
実
射
多
枚
新
型
戦
雷
成
功
摧
毀
目
標
」、

同
上
、
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
六
日
。

（
4
）「
我
預
警
機
形
勢
全
時
域
作
戦
能
力
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
五
日
。「
打
造
信
息
化
戦
争
『
空
中
帥
府
』」、
同
上
、
二
〇
一
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三
年
五
月
二
十
三
日
。

（
5
）「
我
陸
航
新
型
武
装
直
昇
機
全
面
形
成
戦
闘
力
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
三
日
。「
全
軍
炮
兵
新
型
偵
察
校
射
無
人
機
操
作
骨

幹
集
訓
挙
行
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
五
月
八
日
。

（
6
）「
深
入
貫
徹
党
在
新
形
勢
下
的
強
軍
目
標　

以
改
革
創
新
精
神
開
拓
国
防
和
軍
隊
建
設
新
局
面
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
。

（
7
）「
緊
緊
囲
繞
強
軍
目
標
深
化
重
大
問
題
研
究　

推
動
軍
隊
政
治
工
作
創
新
発
展
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
六
月
八
日
。

（
8
）「
在
実
現
強
軍
目
標
的
征
程
上
闊
歩
前
進
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
。

（
9
）「
弘
揚
群
衆
路
線
優
良
伝
統
彙
聚
強
軍
興
軍
強
大
力
量
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
。

（
10
）
柯
大
文
「
強
軍
之
魂　

真
理
之
光
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
十
六
日
。

（
11
）
解
正
軒
「
鋳
牢
聴
党
指
揮
這
個
霊
魂
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
一
日
。

（
12
）
張
海
陽
「
毫
不
動
揺
堅
持
党
対
軍
隊
的
絶
対
領
導
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
。

（
13
）
二
〇
一
四
年
六
月
に
は
、
前
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
徐
才
厚
が
、
規
律
違
反
に
よ
っ
て
党
籍
剥
奪
処
分
に
な
っ
た
こ
と
が
中
国
側
か

ら
報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
言
及
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
14
）「
党
委
管
審
議
審　

発
揮
監
督
職
能
」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
三
年
六
月
十
三
日
。

（
15
）「
加
強
審
計
監
督
提
高
保
障
効
益
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
八
月
五
日
。

（
16
）「
中
央
軍
委
印
発
《
関
於
加
強
和
改
進
軍
隊
領
導
幹
部
経
済
責
任
審
計
工
作
的
意
見
》」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
五
日
。

（
17
）「
発
揮
審
計
作
用　

助
力
強
軍
実
践
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
六
日
。

（
18
）「
中
央
軍
委
印
発
《
軍
隊
実
行
党
風
廉
政
建
設
責
任
制
的
規
定
》」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
三
年
七
月
十
九
日
。「
四
総
部
印
発
《
関
於
軍

隊
貫
徹
落
実
〈
党
政
機
関
励
行
節
約
反
対
浪
費
条
例
〉
的
措
施
》」、
同
上
、
二
〇
一
四
年
一
月
十
四
日
。

（
19
）「
深
入
推
進
軍
隊
党
風
廉
政
建
設
和
反
腐
敗
工
作
的
重
要
制
度
保
障
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
八
月
八
日
。

（
20
）
拙
稿
「『
中
国
の
特
色
あ
る
現
代
軍
事
力
体
系
』
構
築
と
『
威
嚇
』
力

―
二
〇
一
二
～
二
〇
一
三
年
の
中
国
人
民
解
放
軍
」、『
中
国
研

究
』（
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
）、
第
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）、
七
三
～
八
九
頁
。
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（
21
）「
堅
持
以
強
軍
目
標
引
領
改
革
囲
繞
強
軍
目
標
推
進
改
革　

為
建
設
鞏
固
国
防
和
強
大
軍
隊
提
供
有
力
支
撑
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一

四
年
三
月
十
六
日
。

（
22
）「“
軍
隊
組
織
形
態
現
代
化
”
探
析
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
三
日
。

（
23
）「
透
析
“
美
利
堅
戦
車
”
四
大
系
統
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
十
七
日
。「
美
軍
転
型
：
陸
軍
“
痩
身
”」、
同
上
、
二
〇
一
四

年
一
月
二
十
四
日
。

（
24
）「
在
各
戦
区
訓
練
基
地
完
成
空
降
演
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
三
月
二
日
。

（
25
）「
国
防
部
組
織
駐
華
武
官
赴
広
州
戦
区
参
観
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
七
日
。

（
26
）「
連
続
三
年
獲
戦
区
為
兵
服
務
評
比
第
一
名
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
九
日
。「
心
理
服
務
『
五
位
一
体
』
直
通
演
兵
場
」、

同
上
、
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
。

（
27
）「
戦
艦
帰
航
、
硝
煙
並
未
散
去
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
四
日
。

（
28
）「
南
海
艦
隊
遠
海
訓
練
編
隊
進
入
西
太
平
洋
演
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
十
五
日
。

（
29
）『
Ｒ
Ｐ
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
七
巻
第
十
六
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
十
日
）、
二
十
六
頁
。

（
30
）「
東
海
艦
隊
艦
艇
編
隊
赴
西
太
平
洋
開
展
例
行
性
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
七
日
。

（
31
）「
北
海
艦
隊
遠
海
訓
練
編
隊
進
入
西
太
平
洋
海
域
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
八
日
。

（
32
）「
中
国
海
軍
演
兵
両
大
洋
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
二
月
六
日
。

（
33
）「
遠
海
訓
練
、“
藍
水
海
軍
”
必
修
課
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
二
月
七
日
。

（
34
）「
東
海
艦
隊
遠
海
訓
練
編
隊
円
満
完
成
訓
練
任
務
」、
二
〇
一
四
年
三
月
十
二

（
35
）
た
と
え
ば
「
遼
寧
艦
進
行
艦
載
機
多
批
次
起
降
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
日
、「
殱
―
一
五
完
成
首
次
駐
艦
飛
行

首
次
短
距
起
飛
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
七
月
四
日
、「
来
自
五
個
民
族
的
女
兵
同
上
航
母
服
役
」、
同
上
、
二
〇
一
四
年
一
月
十
九
日
。

（
36
）「
遼
寧
艦
已
通
過
台
湾
海
峡
進
入
南
海
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
八
日
。「
遼
寧
艦
完
成
南
海
海
域
試
験
訓
練
任
務
」、

同
上
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
日
。
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（
37
）「
從
外
訂
購
的
気
墊
登
陸
艇
将
適
時
交
付
海
軍
使
用
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
三
十
一
日
。

（
38
）『
Ｒ
Ｐ
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
七
巻
第
二
十
四
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
日
）、
三
十
四
頁
。

（
39
）
同
右
。

（
40
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
国
の
「
防
空
識
別
区
」
は
一
般
的
な
防
空
識
別
圏
と
は
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
は
中
国
語
原
文
の
ま
ま
「
防
空
識
別
区
」
と
称
す
る
。

（
41
）W

alter S. Luffsey, A
ir T

raffi
c Control: H

ow
 T

o Becom
e A

n FA
A

 A
ir T

raffi
c Controller (N

ew
 Y

ork: Random
 H

ouse, 
1990), pp. 257-258.

（
42
）
防
衛
庁
訓
令
第
36
号
「
防
空
識
別
圏
に
お
け
る
飛
行
要
領
に
関
す
る
訓
令
」、
一
九
六
九
年
八
月
二
十
九
日
。
な
お
、
わ
が
国
の
Ａ
Ｄ
Ｉ

Ｚ
の
西
端
は
東
経
百
二
十
三
度
に
あ
り
、
こ
れ
は
台
湾
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
の
東
端
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
と
台
湾
の
Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
東
経
百
二
十
三
度
で
接
し
て
い
る
。
こ
の
空
域
は
太
平
洋
戦
争
後
し
ば
ら
く
米
軍
の
管
轄
下
に
あ
り
、
米
軍
に
よ
っ
て
沖
縄
と

台
湾
と
の
間
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
境
界
線
は
東
経
百
二
十
三
度
と
定
め
ら
れ
た
。
沖
縄
復
帰
に
よ
り
こ
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
は
一
九
七
三
年
一
月
、
米
軍

か
ら
防
衛
庁
に
移
管
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
与
那
国
島
の
お
よ
そ
西
半
分
が
台
湾
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、
与
那
国
島
の
領
海
基
線
か
ら
西
側
半
径
十
四
マ
イ
ル
ま
で
日
本
の
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｚ
を
張
り
出
す
こ
と
と
し
た
。

（
43
）
運
輸
省
航
空
局
他
監
修
『A
eronautical Inform

ation M
anual JA

PA
N

第
二
十
四
号
』、（
社
）
日
本
航
空
機
操
縦
士
協
会
、
一
九

九
六
年
、
二
～
三
頁
。

（
44
）
国
土
交
通
省
航
空
局
『A

IP JA
PA

N

』、EN
R 5.2-21

。

（
45
）
ち
な
み
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
は
領
空
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
国
名
で
な
く
担
当
国
の
一
都
市
名
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

（
46
）「
国
防
部
新
聞
発
言
人
就
劃
設
東
海
防
空
識
別
区
答
記
者
問
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日
。

（
47
）「
中
方
全
面
掌
握
進
入
東
海
防
空
識
別
区
航
空
器
的
情
況
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
九
日
。

（
48
）「
中
国
空
軍
識
別
査
証
進
入
我
東
海
防
空
識
別
区
的
外
国
軍
機
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日
。
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多方面、多分野に展開する「軍事闘争の準備」

（
49
）「
東
海
防
空
識
別
区
是
安
全
区
而
不
是
風
険
区
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
。

（
50
）「
不
可
誤
読
的
防
空
識
別
区
常
識
」、『
中
国
軍
網
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、http://chn.chinam

il.com
.cn/2013fksbq/ 

2013-11/28/content_5669060.htm

。

（
51
）「
中
国
空
軍
在
東
海
防
空
識
別
区
保
持
常
態
化
空
中
巡
邏
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
四
日
。

（
52
）「
外
交
部
就
東
海
防
空
識
別
区
有
関
問
題
答
記
者
問
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
。

（
53
）「
外
交
部
発
言
人
回
応
日
本
決
定
拡
大
防
空
識
別
区
報
道　

中
方
就
澳
関
於
我
東
海
防
空
識
別
区
原
論
提
出
厳
正
交
渉　

国
台
辨
発
言
人

就
我
劃
設
東
海
防
空
識
別
区
答
記
者
問
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
八
日
。

（
54
）「
中
国
対
東
海
防
空
識
別
区
実
施
有
効
監
管
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
七
日
。

（
55
）
前
掲
「
国
防
部
新
聞
発
言
人
就
劃
設
東
海
防
空
識
別
区
答
記
者
問
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日
。

（
56
）「
中
方
全
面
掌
握
進
入
東
海
防
空
識
別
区
航
空
器
的
情
況
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
二
月
二
十
八
日
。

（
57
）
中
華
民
国
民
航
局
『
台
北
飛
航
情
報
区
飛
航
指
南
』、
航
路
五
・
一
―
一
～
二
。

（
58
）
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
新
聞
瓣
公
室
『
中
国
武
装
力
量
的
多
様
化
運
用
』、
人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
四
月
。

（
59
）『
環
球
時
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
十
三
日
。

（
60
）『
Ｒ
Ｐ
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
十
日
）、
一
頁
。

（
61
）『
Ｒ
Ｐ
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
十
日
）、
三
二
～
三
三
頁
。

（
62
）「
砺
剣
尖
兵
勇
站
排
頭　

万
千
将
士
你
追
我
赶
」
及
び
「
十
年
鋳
利
剣　

尖
兵
競
風
流
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
二
日
。

（
63
）「
第
二
炮
兵
組
織
導
弾
部
隊
成
建
制
駐
訓
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
九
日
。

（
64
）「
長
剣
砺
鋒
再
出
征
」、「
提
抜
重
用
百
余
名
“
打
仗
型
”
幹
部
」、「
立
項
攻
関
四
〇
多
項
重
難
点
課
題
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年

二
月
二
十
一
日
。

（
65
）「
海
軍
第
一
艘
核
潜
艇
去
除
核
反
応
堆
退
役
」
及
び
「
英
雄
核
潜
艇
，
大
洋
深
處
砺
剣
鋒
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
九
日
。

「
鋳
就
共
和
国
水
下
核
盾
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
八
日
。「
英
雄
核
潜
艇
，
用
熱
血
写
就
栄
光
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
十
月
三
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十
日
。「
中
国
核
潜
艇
解
密
的
背
後
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
六
日
。

（
66
）『
Ｒ
Ｐ
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
七
巻
第
二
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
八
月
二
十
日
）、
二
十
八
頁
、
同
上
、
第
三
十
七
巻
第
三
十
二

号
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
日
）、
二
十
六
頁
、
同
上
、
第
三
十
八
巻
第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
）、
二
十
七
頁
。

（
67
）「
牢
記
強
軍
目
標
献
身
強
軍
実
践
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
四
月
十
二
日
。

（
68
）「
神
舟
十
号
載
人
飛
船
発
射
成
功
」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
三
年
六
月
十
二
日
。

（
69
）「
習
近
平
会
見
神
舟
十
号
載
人
飛
行
任
務　

航
天
員
和
参
研
参
試
人
員
代
表
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
七
日
。

（
70
）「
中
央
軍
委
挙
行
晋
昇
上
将
軍
銜
儀
式
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
。

（
71
）「
深
入
学
習
宣
伝
貫
徹
習
主
席
重
要
講
話
精
神　

按
照
走
在
前
列
要
求
開
創
軍
隊
宣
伝
思
想
工
作
新
局
面
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三

年
九
月
五
日
。

（
72
）「《
深
入
学
習
習
主
席
関
於
国
防
和
軍
隊
建
設
重
要
指
示
読
本
》
出
版
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
九
月
十
六
日
。

（
73
）「《
習
近
平
関
於
国
防
和
軍
隊
建
設
重
要
論
述
選
編
》
印
発
全
軍
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
一
日
。

（
74
）「
全
軍
和
武
警
部
隊
各
級
党
委
（
支
部
）
会
議
室
統
一
懸
挂　

毛
沢
東
鄧
小
平
江
沢
民
胡
錦
濤
習
近
平
重
要
題
詞
指
示
」、『
解
放
軍
報
』、

二
〇
一
四
年
三
月
十
七
日
。

（
75
）「
習
近
平
春
節
前
夕
冒
厳
寒
踏
氷
雪
慰
問
辺
防
官
兵
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
九
日
。

（
76
）「
加
快
建
設
具
有
我
軍
特
色
的
世
界
一
流
大
学　

深
入
貫
徹
落
実
党
在
新
形
勢
下
的
強
軍
目
標
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
十
一
月

七
日
。

（
77
）「
加
快
建
設
具
有
我
軍
特
色
的
世
界
一
流
大
学
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
一
月
十
五
日
。

（
78
）「
以
改
革
創
新
精
神
開
拓
国
防
和
軍
隊
建
設
新
局
面　

為
実
現
党
在
新
形
勢
下
的
強
軍
目
標
而
努
力
奮
闘
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四

年
三
月
十
二
日
。

（
79
）
た
と
え
ば
、
幹
部
将
校
が
末
端
部
隊
兵
士
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
大
衆
路
線
を
学
ば
せ
る
活
動
に
つ
い
て
の
報
道
が
相
次
い
で
い

る
。「
一
九
五
八
年
，
高
級
将
領
下
連
当
兵
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
五
月
八
日
。「
貫
徹
党
的
群
衆
路
線
的
生
動
実
践
」、
同
上
、
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多方面、多分野に展開する「軍事闘争の準備」

二
〇
一
三
年
七
月
十
五
日
。「
総
参
機
関
幹
部
赴
基
層
部
隊
当
兵
蹲
連
帮
建
基
層
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
三
日
。「
研
究
当
兵

蹲
連
特
点
規
律　

確
保
深
入
持
久
扎
実
有
効
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
三
日
。

（
80
）
た
と
え
ば
単
身
赴
任
軍
人
や
殉
職
者
の
家
族
を
保
護
す
る
政
策
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
調
整
夫
妻
分
居
生
活
補
助

費
制
度
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
七
月
十
五
日
。「
未
随
軍
妻
児
的
待
遇
咋
落
実
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
六
日
。「
関
懐
軍

隊
英
模
烈
士
子
女
成
才
」、
同
上
、
二
〇
一
三
年
七
月
十
七
日
な
ど
。

（
81
）「
政
府
工
作
報
告
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
四
年
三
月
十
五
日
。


